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福音書からのメッセージ 

わたしが来たのは地上に平和をもたらす

ためだ、と思ってはならない。平和ではな

く、剣をもたらすために来たのだ。 

（マタイによる福音書 10 章 34 節） 

 

このイエス様の言葉ですが、なかなかす

っと心に入ってこないという人も多いの

ではないかと思います。わたしたちが教会

に足を運び、礼拝するのはなぜなのか。そ

れは心休まりたいから。希望を与えてほし

いから。確かな約束をもって、導いてほし

いから。わざわざ苦しい思いをするために、

来ているのではないのです。 

しかしイエス様は言われます。「わたし

は、平和をもたらすために来たのではない」

と。「平和」という語は、世界において争

いがない状態をイメージさせるかもしれ

ません。だから平和といわれると、自分と

はあまり関係のないものだと感じてしま

う人もおられるでしょう。 

今日は少し、この言葉のイメージを自分

に近づけて、イエス様のみ言葉の意味を深

めてみたいと思います。「平和」と訳され

ている語は「平安」とも読むことができま

す。平和というとなんだか世界全体の問題

のように思えますが、平安というと、わた

したちの心の内側のこととしてとらえる

ことができるのではないでしょうか。 

波一つない海の上、ただ静かな風だけが

そよぐ原っぱ、満点の星空の下で遠くに聞

こえる虫の声に心を向ける。もしも今、わ

たしたちがその中にいたとしたら、心休ま

ることでしょう。文字通り、「平安」な心

を持つことができます。 

イエス様との出会いが、わたしたちの心

に平安だけを与えてくれるものだとした

ら、どれほど嬉しいことでしょう。しかし

現実は、そうではありません。教会に通う

ことで、また祈ることで、わたしたちは時

に傷つき、痛み、明日

に向かって歩くのが

つらくなることだっ

てあります。 

イエス様との出会

いによって、わたした

ちの心は揺り動かさ

れます。ときにはマイ

ナスの方向に、向かっ

て行ってしまう。でも

わたしたちは知っています。イエス様は必

ず、わたしたちのそばにいてくれることを。

そして苦しみ以上の喜びが、そして涙にま

さる笑顔が与えられることを。 

イエス様は、剣(つるぎ)を与えるために

来たと言われました。わたしは思います。

その剣の矛先はわたしたちに向けられて

いるのではなく、イエス様ご自身に向けら

れているのではないかと。 

イエス様はわたしたちに剣を与え、その

刃でご自身を貫くようにと、促されます。

わたしたちは、本来であれば自分たちが刺

されるはずだった剣をイエス様に向け、本

来であれば自分たちがつけられるはずだ

った十字架に、イエス様をつけたのです。 

でもそうやって、死の中から復活したイ

エス様は、わたしたちに命を与えてくれま

した。不安の中で、恐れの中で、歩み続け

るわたしたちが、生きるものとなるように。

それこそがイエス様が遣わされた目的な

のです。そのために、イエス様は剣を引き

受けて下さったのです。 
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